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基金残高と地方債残高

基金残高 （貯金）

　平成23年度決算における一般会計の基金残高は17億6339万円。

　平成22年度の決算残高と比べて8369万円増加しました。

　安定的な歳入が見込まれない中においては、現在高の維持に努めなければなりません。

　町民一人当たりの貯金額　30万4千円 （平成25年1月現在の人口で算出）

地方債残高 （借金）

　平成23年度決算における一般会計地方債 （元金）残高は74億9688万円。

　平成22年度の決算残高と比べて4億3565万円減少しました。

　一般会計においては、今後も公債費が減少していく見込みとなっております。

　町民一人当たりの借金額　129万3千円 （平成25年1月現在の人口で算出）　
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2月3日

第25回昭和新山国際雪合戦　第8回日高地区予選大会

　今年は一般の部に9チーム、レディースの部に7チーム、

ジュニアの部に4チームが参加して行われました。

　本大会へは、一般の部で優勝した、町内の教職員を中心

としたチームの 「コバ・シンバ・Ｆ」を含む3チームと、

レディースの部で優勝した、太陽地区を中心に結成したマ

マさんチームの 「太陽ＮＡＴ38」が出場します。

2月14日

少年国内研修交流事業報告会

　平成24年度少年国内研修交流事業報告会が行われ、1月

8日から3泊4日の日程で沖縄研修に行った、小・中学生

18名が研修結果を発表しました。

　沖縄では、「戦争・平和」「歴史・文化」「環境・自然」の

3班に分かれ研修を行い、その成果を子どもたち自身がま

とめ、会場に訪れた家族や関係者に報告しました。

　まちの話題あれこれ

2月17日

冬の新冠を満喫 ！　日高スノーフェスティバル開催

　新栄の新冠場外離発着場で、第6回日高スノーフェス

ティバルが開催されました。

　年々参加者が増え、今年は家族連れなど約130名が会場

を訪れ、スノーモービルやトラクターで引かれたソリや大

型ゴムボート、バナナボートに乗り込み、全長1.5キロの特

設コースでスノーラフティングを楽しみました。　

ホームヘルパー2級取ホームヘルパー2級取得得

　1月18日、新冠町社会福祉協議

会でホームヘルパー2級養成研修

会の修了式が行われました。

　この研修会は、町民を対象に新

冠町社会福祉協議会の主催で行わ

れたもので、通常の4分の1程度の

費用負担で資格が取得できると言

うことで、23名が研修を受講し資

格を取得しました。

新冠消防団現地教育訓新冠消防団現地教育訓練練

　2月17日、レ・コード館で新冠

消防団全分団から30名が参加し、

現地教育訓練が行われました。

　この訓練は、団員に必要な礼式

や基本動作を、消防署職員指導の

もと行うものです。

 　訓練では、班長の号令で集合や

行進、敬礼など息のあった団体行

動を見せていました。

昭和音大との合同コンサー昭和音大との合同コンサートト

　2月23日、レ・コード館で 「昭

和音楽大学」「合唱団ＶＯＬ」「朝日

小学校」「冠中吹奏楽部」「静高吹奏

楽部」によるパートナーシップ・コ

ンサートが行われました。

　このコンサートは、新冠町出身

の昭和音楽大学生のコンサートを

行ったことがきっかけで始まり、

今年で12回目の開催となりました。


